
 洪水ハザードマップ 地盤沈下予測量図

 

■沈下量が大きく予測され，内水被害が懸念さ

れる地域の抽出 

■外水氾濫時の浸水深さが増大する地域の抽出 

地盤沈下を考慮したハザードマップの検討 

 

図 2 地盤沈下を考慮した浸水ハザードマップの作成概念 
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図 1 高田平野において観測された 

1985 年から 2005 年までの累積沈下量図 

高田平野における地盤沈下ハザードマップを用いた 

水害ハザードマップの検討 
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１．はじめに 

高田平野のある新潟県上越市では，水害ハザードマップを発

行している 1)．データはすべてインターネット上で公表されて

おり，得られる情報は多く，有効なものであるが，外水氾濫の

みを前提としており，内水氾濫は考慮されていない． 

地盤沈下が生じている地域では，地盤沈下が起きることで標

高値が変化する．すなわち，特定の地域で地盤沈下が起き，標

高値の勾配が変化した場合，速やかな自然排水が妨げられ，冠

水や湛水など内水氾濫の危険が高まる．さらに，外水氾濫では

危険とされなかった地域で内水氾濫の危険性が高まる懸念も

ある．これを踏まえて，既存の洪水ハザードマップを利用して，

地盤沈下地域における水害ハザードマップの作成の検討を行

う． 

 

２．高田平野における地盤沈下の状況について 

新潟県から発行されている水準測量の成果 2)を用いて，高田

平野の地盤沈下量分布図を図 1に示す．この図では，1985 年か

ら 2005 年までに観測された地盤沈下量の累積値を，GIS に組み込まれている空間補間機能を用いて，平面的に表し

た．空間補間方法としては，通常クリギングを用い，セミバリオグラムモデルは球形モデルを用いている．ここで，

1985 年から 2005 年までのデータのみを利用したのは，水準測量の開始年が各地点で同じではなく，全ての値を使

用することで，実測値と大きく異なることを回避するためである．その結果，高田平野の中心部に位置する高田市

街地や，平野の南東部に位置する清里地区で特に大きな地盤沈下を経験していることが分かる．両地域とも，冬季

に融雪用として地下水を大量に利用しており，高田平野における地盤沈下は，融雪用に地下水が利用されたために

地盤沈下が顕著に生じている 3)． 

 

３．信頼性を考慮した洪水ハザードマップ作成手法

とその適用 

新潟県上越市では，洪水ハザードマップを発行し

ているが，外水氾濫による洪水のみを対象とした洪

水ハザードマップであるため，以下のように追記し

てある．「上記 17 河川以外の川の氾濫や，内水（河

川に排水できずに氾濫した水）により，想定よりも

広い範囲への浸水や，深い浸水，想定していない範囲への浸水が発生することがある．」地盤沈下地域では，地盤



 

図 3 清里地区における予測沈下量図と 

洪水ハザードマップの様子 

(2001年－2050年を対象としコンターは予測沈下量mm)

沈下が起きることで標高値が変化する．すなわち，特定の

地域で地盤沈下が起き，標高値の勾配が変化した場合，速

やかな自然排水が妨げられ，冠水や湛水が生じやすくなる．

そのため，ここでは，既存の洪水ハザードマップを利用し

て，地盤沈下を考慮し，内水被害への懸念を盛り込むこと

で，「洪水ハザードマップ」を作成することとした．図 2

に作成する際の概念図を示す． 

図 3 では，図 2 の概念に当てはまる清里地域について，

洪水ハザードマップと予測沈下量を示した．予測沈下量の

算出には，村上ら 4)5)による手法を用い，鈴木ら 6)によって

算出されている予測沈下量を用いた． 

清里地区では，2006 年から 2050 年までに最大で 110mm

の地盤沈下が予測された．この地域は河川からは少し離れ

ているため洪水危険度は低いとされているが，予測沈下量

がとても大きいことから，降雨時に周囲よりも低い場所へ

水が流れ込む，内水被害の危険が増大すると懸念される．

そのため，清里地域には将来，排水機場など洪水対策が必

要と考えられ，洪水ハザードマップとともに地盤沈下を考

慮することは，地盤沈下地域の洪水対策に有効である． 

 

４．おわりに 

本研究は，地盤沈下が生じることで外水氾濫では危険とされなかった地域で内水氾濫の危険性が高まる懸念もあ

ることから，今後も地盤沈下が継続すると懸念されている新潟県高田平野において，既存の洪水ハザードマップを

利用して，地盤沈下地域における水害ハザードマップの作成の検討を行った．得られた知見は以下のとおりである． 

１．GIS を用いて高田平野における地盤沈下量図の作成を行った．その結果，高田市街地や清里地区において大き

な地盤沈下を経験していることが分かった． 

２．既存の水害ハザードマップを用いて，地盤沈下を考慮した洪水ハザードマップの作成を行った．その結果，地

盤沈下が今後も懸念されている地域では洪水ハザードマップの利用する際に地盤沈下を考慮することで，これまで

危険とされなかった地域にも，排水機場の設置など洪水対策が必要になることが分かった． 
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